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序言

ササをプノレプラ~)レ製造の原料として用いることは別に報告14) したように有望であ

る。 しかしブノレプラーノレの製造原料としてのササは，含有成分のうちペシトーヂシのみが

用いられるので，他の 70%に余る成分の利用はほとんど考慮、されず， せいぜい燃料とす

る程度のものである。従ってササの集約的利用の上からは，残誼の利用を高度にはからな

ければならない。ブノレプラーノレ製造残、査の利用均は活性炭，プラスチックのブイラーなどい

ろいろ考えられているが，ササのぺントーザンが稀酸によって容易に抽出されるIのことを

考えると，ササをあらかじめ繊維を破壊しない条件の下で稀酸を用いて抽出し，えられた

抽出液は蒸溜してブノレプラーノレの製造に用い，残漬はパノレプとして活用することが考えら

れる。 JAYME16)はこの点に蒼目してブナ材を 20%硫酸で処理し， 残潰をペント{ザンの

少ないパノレプの製造に，抽出液からはブノレプラーノレを蒸溜している。 また LAFORGE14)は

トクモロコνの穂軸などを用いて筆者等と全く同じ観点に立って実験を行っており，か

なりの成果をあげている。 さらに JOGLEKAR16)等は最近竹からぺント{ザシの少ない

Dissolving pulpをうるためにあらかじめ稀酸処理を行っている。 1つの原料を用いてブ

ノレプラ{ノレとパルプの 2つを併せ製造する場合，そのいずれに重点をおくかによって処理

条件もおのずから相違しなければならない。そこで筆者等はまずブJレプラールに重点をお

き， ブノレプラーノレを製造したときの残誼が，パルプとして使用可能であるかどうかを明ら

かにするために，別報開のブノレプラーJレ製造の条件のうち適当と考えられるあの二，三を

えらぴさらにこの方法をもとにして実験を行った。こうしてえられるパルプは，ペシトー

ザンが少なくリグニンに富むから，製紙用パルプとしてよりも，むしろ繊維板用として用

いるのが適当と考えられるが，繊維板の製造実験まで行うことはできなかった。

この研究を行うに当って費用の一部は文部省料学研究費によったことを附記して謝意

を表する。

I.試料

札幌市郊外機械場産のネマガリダケで，農業用手柴として8尺に採取したものである。

市販のもので100本の全重量33.8kg，水分50%。 ζのうちから 50本をとり，ブノレプラ{

ノレの製造に用いた場合と同じ方法叫で約4cmの長さに切断してチップを作り， これにつ

いて実験を行った。なお100本の元口径および末口径と本数との関係は第1表のようでら

った。
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第 1表 試料ササ 100本の直径

Table 1. Diameter of“Sasa" sample 

! 元日径 Diameterat butt end (mm) 
末口径 l一一←一丁

Di~~~te;-at 叫

small end I 12 I 14 : 15 16 17 18 19 20 21 22 I 川
I Total 

mm 

1 1 1 1 5 

2 4 8 6 22 

4 13 5 2 24 

1 2 2 6 5 3 1 3 23 

1 5 4 1 18 

1 4 1 τ 
1 1 

1 I 2 4 ¥ 12 1 24 I 25 14 I 11 1 2 1. 5 100 

これによると元径 17--18mm，末径8-10mmのものが全体の 40%を占めている。

従ってこれはササのうちでは大型のものであることがわかる。

ll. 基礎賓験

i. 20%硫酸鹿理

ブナ材チップを用いて分解の少ないパノレプと高取量のブノレプラーノレを得る条件として

はすでに JAYME1G)が20%民804を試料チップの 10倍量用いて， 80
0

Cで2時間処理する場

合が適当であることを報告している。この条件の下でブナ材粉とササ材粉の相違を検討し

たところ，組成10)およびプノレプラ{ノレ製造14)のところで述べたと同じように，根本的には

その化学的性質に相違のないことが認められた。すなわち 60-100meshの粉末4-5gに

20% Hβ0480-100 gを加え，渇・浴中で80
0

Cに保ちながら 2時間処理し， 熱水で;充分洗

.~探した按直を木材分析法に従って分析した結果が第 2 表である。

これによるとササとプナの組成の聞には灰分，抽出物量など相違のいちじるしい点は

認められるが，主成分の間の相違点は少ない。処理前後の組成を比較してみると，全ペン

ト{ザンはササでは 26.89% から 8:90% に，またブナでは 25.73~古から 8.75% に減少し，

その約2/3が抽出されている。抽出液中のブノレプラ{ノレの量は測定しなかったが， 同じプ

ナ材の 42-60mesh の木粉に。いて行っ?と結果は，抽出量 25.3~もで， 抽出液中のフルプ

ラ{ノレが原試料に対し1.1%であったから， ペントーザシはその大部分が抽出されフノレプ

ラーノレまで分解していないで溶液中に存在:ずることは明らかである。セノレローズもプナと

ササの問で量的変化には全く相近ーはみられないが，その分解の程度などは検討できなかっ



.2表 硫酸慮珪前後のササとプナの化祭的組成(%)
Table 2.. Chemical composition of “Sasa" and bee巴hwood befor邑 and

atter extraction with 20 per cent sulphuric acid (%) 

摘出物Solubilityin 
会ぺント

Kin試dof mate料riaIs 
灰分
C決為rM3Rn H水ydr，素'~ 温Ho水t 

アルウ向ル
ーサfン

ベント
PMメeチトneFルtth4o'1匡Aysンal3J -n 

Ash 194A・lベcシoゼhoシl Total ーザンgen NaOH Pentosan water benzene Pentosan 

無庭理里のササ Orig.“Sasa" 5.90 13.60 Iぉ57 脳 I2悶
摘出後のササExtracted“Sasa"
抽出残後に撃すし

mOn atberaisais l of extraded 同 3.63 13.60 

O無n慮l理物に重苦し
n basis of orig. material - 2.37 8.90 

各成分残o3ff存ocr率oimg.poon n Yield of component on 『 24 33 
basis of orig. one. 

無慮現のプナ Orig.beech 0.69 一 3.74 21.78 0.83 I 25.73 
~Ilr t自宅愛のプナ Extracted beeeh 

抽On出b残as:法:isにo重f苦eし'xtracted 
~ 1.24 11.97 

material 

O無n露b連as物isに重苦し
of orig. material 一 一 0.91 8.75 

Y各i成eld分の残存率
of eomponent on 一 112 34 

加反Sof orig.-one . 
試科Sample

サ.".. sasα kur必'ensI8MAKINO et SHlBATA var. gigαnteαTATEWAKI 
プナ拘抑8(;γ'enαtαBLUME

底割条件 Tr掛，tingω，ndit1個
試料Sample ……… 4-5g(紹乾 Ovendry) 
硫酸 Sulphurieaeid 、..2O%H~泊'4 40~50g 

温度 Temperature …・・80"0
時間 Time…………… 2hr. 

2.41 

11.37 2.23 

7.44 1.46 

30 59 

23.73 2.00 

9.15 2.82 

6.69 2.06 

28 108 

-l:ノレロ

ーヌ了

Cellulose 

52.85 

57.05 

37.33 

71 

57.46 

56.03 

40.釘

71 

リグユン

Lignin 

28.78 

18.83 

81 

21.62 

27.98 

19.94 

92 

残法
Residue 

100 

65.44 

100 

78.18 

酔

~ 
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た。しかし JAYMEの実験結果から考えて，ササの場合も同様に分解は少ないものと考え

られる。 リグニンは双方とも変化がなく，ササの場合にはむしろ増加を示しているが，こ

れについては今後さらに分析法， リグニシの性質などを検討した上で詳細を究明する必要

がある。

ii. 弱い帳件てフルフラー)1，.を製造した場合の接撞

まずブノレプラーノレの製造条件のうち，温和と忠われる 2条件についてその残、直の性質

を検討した結果が第3表である。

実験XVI，XVIIは風乾試料200gに稀硫酸1.3tを加え， その 800ccを溜出させた

ものであることはすでに別報H)に述べたが， 0.5% H2SO，で処理した場合は， 残漬の量と

ブノレプラーノレのJ&量からみてペシトーザンの分解は充分でない。 したがってぺシト{ずン

が抽出きれないで残澄中にその 1/3近くが残存している。 一方1%H2SO，による場合は残

澄中に残存するペシトーザンもすでに微量であって， よく分解または抽出されている。

第 3表 ササの稀硫撤廃現磁主主の性質

Table 3. Properties of the residues of“Sasa" treated with dil. H2S04 

賞験番披
Exp. No. 

HZS04 % 

区カ
Pressure lb/inz・

蒸溜時間
Disti1ling period hr. 

アノレアラーノレ牧量

Yield of furf.ural % 

殊法
Residue 

牧量

Yield % 

XVII XVI 

0.5 1.0 

60 60 

4 4 

1.9 6.9 

70.7 60.5 

~、ー-ー、 ~四d、-圏、

on basis of I On 
，d /0 orl.g. "~内Sasa"rMノuorl・gb.a4‘ms23iassoaf"" ' % 

Cellulose 50.75 おお 44.83 27.12 1 52・75

全ベントーザン 1. ') S!!': 1 '7') 
T'otal pento鈎 n 10・18 8邸 12.851・72 28.91 

Lignin 21俗 15.3828・00 16.94 19.70 

アルコーノレ・ペンゼン

抽出物
Soluble in al巴ohol・ 18.85 13.32 18.48 11.18 7.96 
benzene 
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1% HZS04処理による残誼ではセノレローズの分析に当って容易に脱リグニシが行われず，

16回の塩素化によってようやく亜硫酸ソ{ダ液を鳶色しない， 灰色のものが得られてい

る。また 0.5%HZS04でも次第に液、過困難となり， セノレロ{ズの分解されていることを示

している。 リグニンは僅かに抽出されているが大きな影響はない。 次にアノレコーノレ・ベン

ゼンに抽出される部分は絶対量においても増加し，ササが酸処理によって分解されアルコ

ーノレ・ベンゼンに溶解する物質がでぎたことを示している。 こうした蒸溜処理によって得

られた残溢は非常にもろくなっており，すでにパルプとして使用不可能の朕態である。

lll.本賓験

i. 慮理液の濃度，塵カおよび時間・

基礎実験iiの結果から，チップ。を入れたままブノレプラ{ノレの製造をする場合は，それ

第 4表 ササの稀硫酸慮迎残挫の性質(その 1)

Table 4. Properties of residue of“Sasa" treated with dil. H2S04 

賞験番披
Exp. No. 

HZS04 % 

11 111 l 涼試料Orig.“Sasa" 

1.5 1.5 1.5 

医カ

最高底力保綬時間 >--" 1 ki:;l1::tJI..El >-" 1 _.b--=itt:l-..f::1Ft 
Time hQldin宮 themost I さく短時間 | さく短時間 | ζ〈短時間

o "'~V_ WV". I Verv short time I Verv shゅrttime i Verv short time ! high 抑制ure hr. I • "":f i :t i:)UVI. l.o ，"，UUII;;::: Y'CL-Y 

牧 量μuJ21 69 i・ I 5.7 I 
Yield ofl硝酸 ." 円 n 凸 | 
¥acetic acid %1 “・

残法
Residue 

主eld毛|刷 63.0 63.5 100 

[三Eklぺ恥
同11 33.94 59.65 側 57.75 36.64 

I 26.23 15.32 

80 60 50 

金べントーザン

Total.pentosan 9.26 

E
L

一

0
4し一

ヨ
同
一

0

6

・
引
“
主
一

n

u

k

υ

『

山

間

一

a

a

--臥ほ一

1

t

九
山
田
一

目

。

白

F

F

b

 

，
%

4

 

内

L

% 

セノレローズ

Cellulose 52.85 

3.90 26.89 

リグユン

Lignin 23.33 

アルコール・ベンゼン

抽出物
Soluble in alcohol・
benzene 

11.79 6.89 9.26 5.83 6.51 4.13 9.84 



第 5表 ササの稀硫酸庭理殊法の性質(その2)

4怨

賓験番披
Exp. No. 

Properties of residue of“Sasa" tr四 tedwith dil. H:$04包)

vii 

0.5 1 

Table 5. 

lV 
1 V 1 

lAWie( 100 
H2S04 % H20 H20 

歴カ
Pressure lbパn2 100 

最高墜力持領時間 1 

Time holding the most 
high pressure hr. 

2 2 

，プノレアフーノレ

牧量)furfural % 
Yield ofl酷酸

~acetic acid % 

残 告を
Residue 

I61.8 76.8 

|雨明
片岡3ω1- ~ 1 

62.5 4lc 量
Yield ~;;; 

セルローアご

Cellulose 

Vl Vlll 

0.5 

100 80 

8 

i

l

i

同
市

56.1 

1 1 

2.4 5.8 6.8 

3.3 3.5 3.0 

戸ー-、ー『
On basis 
% of orig. 
mat. 

14悶叫 63.04 35.78 
金べントーザン

8.57 4.68 Total pentosan 15.94 12.53 2.12 1.30 5.20 2.92 

ih町ム叩
7.54 4.65 14.79 11.62 

1.03 0.64 1.15 0.90 

リク寸ニン

Lignin 。ozυ 。。
噌
・
・
晶 11.44 nu 

na 
白

4
噌
・
4nu 

w
a
 m
 

倒AU
 

噌

iaa宮
d晶
z
w
a
 

噌

i

アルコーノL・ベンゼン

抽出物
Soluble in alcohol-
benzene 

8.13 Iー 6.20 ns 

噌

E-hno 

噌

i

発抽出時にすでに生成していた量 Furfuralin extrate 

がかなり温和な条件であっても，残誼をパノレプとして利用することは困難であることがわ

かる。そこで酸液によってあらかじめペシト{ザンを抽出し，その残溢を取出してから抽

出液のみを蒸溜すれば，残直中のセノレロ{ズには影響しないから， ブノレプラーノレの蒸溜条

件を最良にすることができる。ササのぺシト{ザシが，酸によって比較的容易に抽出され

ることは前にも述べたが，この性質を利用して，ペントーザンの抽出量の多い条件のうち，

セノレローズの分解の少ない条件をえらんで次の実験を行った。その結果を総合すると第4

表および第5表のようである。
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この結果から，パノレプとブノレプラ{ノレの製造は両立させうるものと考えられるが， こ

れらの実験結果を個々の実験についてくわしく述べると，次のようである。

A. 1.5%硫酸走用い 801bjiぜて短時間慮理

チップ肢のネマガリダケ(水分 44.7%)215 gに1.5%H3S04 1 aを加え，加熱して 50
分で 801bjin2(160oC)に達すると直ちに電熱を切断して放冷する。冷却してからオ{トク

レーヴ中の残誼をすくい出し，熱湯で数回洗ってから乾燥して次の実験に供した。一方液

は約 900ccが得られるが， この中 100ccを別の実験に使用するためにとり，残液を

801bjin2の圧力の下で3時間に 800ccが溜出する速度で蒸溜してその 600ccを溜出さとせ，

j留出液中の酷酸およびフjレプラーノレを定量した。その結果が第6表である。また，抽出液

中のブノレプラーノレを定量したところ，前処理によって生成するブノレプラ{ノレは試料に対し

1.9%であった。

第 6表 1.5μ硫険で801b/in2短時間抽出した波の蒸溜

Table 6. Distillation of the solution obtained by extraction with 
1.5% H2S04 at 80 bl/inヨfora short tim白(Distillingprωsure 80 Ib/in2) 

7 ノレアラーノ1.-

Furfural 酷酸のJ¥主量
Yield of acetic acid 1回の定量に|

用いたアル 71

Fraction I '"'" ~ ..1 第1溜分か 1

7ーんの量| 一 一一「一三須T面扇子一| 溜分別 | ー I Weight ! 溜分別 i 
Ea~h i;a~Úo也 i らの合計 1 of • f~;f~~all Ea~h i;a~tion らの合計

「 l htal |used inmel l |一一 T空EEl---
i ノ 1 titration 1 % g % I "OV̂  "UWU  1 g % g % 

(100cc)I ~ 1一千一一1 ~ 1ιームー型g ~ 1 ' 1 ~ 1 

溜分
番罰走

J¥生量
Yield 

1

2

3

4

5

6

 

8.8920 1 2.9 1 8.8920 1 2.9 
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抽出液の蒸溜の結果は， プノレプラ{ノレは第1溜分に最も多く，次第に減少している。

酷酸の生成量は試料を入れたまま行うときと同様，第1溜分に少なく次第に増加している。

残澄はビーカーに移してから水を加えて煮沸し数回新しい水と取替えて洗糠後 1050C

で乾燥して牧量を測定した。 乾燥按庄は鉄の乳鉢を用いて粉砕して 60-100meshの粉末

をとり，一般木材分析法によって分析した。その結果セノレローズは 33.9%に減少している

が， これは CRoss-BEVANセノレローズ中のぺントーザシが少ないことによるものでもらろう。
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ぺシト{ザンは試料中の全ペント{ザンの 85%が抽出されており， またリグニシは 34%

が抽出されている。

B. 1.5%硫酸走用い 60lbjin2て短時間鹿理

Aと同様 215gの試料に1.5%H2S04 1 aを加え， 38分聞に 601b/in2(1470C)に達する
と放冷したがその後 12分間持続し， その後さらに 5分間たって 521b/in2に低下している。

抽出液中のプノレプラーノレにはチップに対し 0.96%であった。 抽出液，残置とも Aの場合

と全く同様にして処理したが，抽出液からブノレプラ{ノレを製造した結果は第7表のようで

ある。

第 7表 1.5%硫般で60lb/in2短時間抽出した液の蒸溜

Table 7. Distillation of the solution obtained by extraction with 
1.5% H~SO.; at 601b/in2 for a short time (Distilling prωsure 80 lb/in2) 
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計 Totall7.1253 1 5.99 1 7.1253 1 5.99 3.4102 1 2.87 1 3.4102 1 2.87 

Bの結果はAにくらべて残澄のi段量が多く，その中に含有されるセノレロ{ズ，リグニ

ンおよびペントーザシはともに多く， アノレゴーノレ・ベシゼシ抽出物は少ない。 これは Aに

くらべて分解の程度が低いことを示している。またフノレプラーノレの1&量，酷酸の生成量は

ともに少なく，抽出液中のブノレプラ{ノレ含有量も Aの1.9%にくらべて 1%に減少してい

る。

C. 1.5%硫酸走用い 501b/iぜて短時間虚理

加熱開始後50分で 501b/in2に上げてから直ちに電熱を切断しているが， 501b/in2の

圧力は前後約 10分聞は持続されていて最高加圧時聞は A，Bにくらべて大差はない。 抽



426 

第 8表 1.5%硫酸で501b/in2短時間抽出した液の蒸溜

Table 8. Distillation of the solution obtained by extraction with 
1.5% H"SO~ at 501b/in2 for a short time (Distilling pressure 80 lb/in2) 

アノレフフ ノレ

Furfural 酷酸の牧量

溜分 Jj主 量 1回の主主量に Yield of acetic acid 
香 披 Yield 用いたアノレア

ラーノレの量 E 
Fraction 溜分別 第1i留分か 溜分別 ~1 溜分か
number I Ea~h {;a巴tion らの合計

Total 

g % I g % I titration I g I % I g I % 
I /V  I o I mg  I o I /V  I .， I 

1 I 2.1360 I 1.8 I 2.1360 I 1.8 10.7 I 0.4524 I 0.4 I 0.4524 I 0.4 

2 I 1.9080 I 1.6 I 4.0440 I 3.4 9.5 I 0.4796 I 0.4 I 0.9320 I 0.8 

3 I 1.3370 I 1.1 I 5.3810 I 4.5 11.1 0.5191 I 0.4 I 1.4511 I 1.2 

4 I 0.7656 I 0.6 I 6.1466 I 5.1 9.6 I 0.5760 I 0.5 I 2.0271 I 1.7 

5 I 0.4272 I 0.4 I 6.5738 I 5.5 10.7 I 0.6341 I 0.5 I 2.6612 I 2.2 

6 I 0.1496 I 0.1 I 6.7234 I 5.6 7.5 I 0.7465 I 0.6 I 3.4077 I 2.8 

計 T伽 116.7234 1 悶 6.7脳間 I3ω77 I 2.86 I 34077 I 2.86 

出液を同様にして蒸溜して， ブノレプラーノレを製造した結果は第8表のようである。

Cの結果はBと非常によく似ている。抽出液中のブノレプラーノレ含有量は 0.5%と少な

くなっている。 いま A，B， Cの結果を検討してみると試料中のペシトーザシは 501b/in2

に加圧しただけですでに 20%以上，すなわち全ぺントーザンの 70%以上が抽出されてい

る。また 801bjin2まで加圧すると，残直中のぺント{ザンは原試料に対し 3.9%であって，

全ペントーザシ 26.9%のうち 23%(ぺント{ザンの 90%)までが抽出されている。従って，

ブノレプラ{ノレの製造の場合は，あらかじめペシト{ザンを抽出し"その拍出液からブノレプ

ラーノレを製造することは，1&量の上からも有望と考えられる。さらに抽出の条件を温和に

して繊維の破壊を少なくし，パルプを充分利用できる諸条件を検討するために次の実験を

行った。

D. 水による 100lbjin2の虚理

a. 2時間処理

試料215gに水1000ccを加えて加熱し53分間で 1001b/in2に達した。その後1001bjinヨ

を2時間保ってから放冷し，前の場合と同じようにして残誼と抽出液の実験を行った。す

なわち残直は乾燥して粉砕してから分析を行った，その結果，1&量，色などはAのものと

よく似ており， またセノレロ{ズ，ぺントーザン 7;レゴーノレ・ベシゼシ抽出物の量も近似

した値であるが， リグニンは残存量がかなり少なくなっている。
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第 9表 水で100lb/in2， 2時間抽出した波の蒸溜

Table 9. Distillation of the solution obtained by extraction with 
water at 1001b/in2 for 2 hours. (Distilling pressure 801b/in2) 

プノレアラーノレ
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計 Totall4.1650 I 3.50 I 4.1650 I 3.50 2.6977 I 2.27 I 2.6977 I 2.27 

一方，抽出液は 900ccの中 800ccをとり， これを 3時間に 800cc溜出の速さで蒸溜して

ブノレプラ~)レを得た結果が第 9 表である。 これによるとブノレプラ{ノレのJl;¥C量は， 1.5% 

~S04 溶液の場合よりも少なく，その溜出のHX態は，第 3 溜分までは溜出量が少なく，第

4溜分からは硫酸を加えた場合とほとんど一致している。 酷酸の生成は溜出版態において

は硫酸を加えた場合とほとんど相違していないが，生成量は少ない。なお抽出液中のブノレ

プラーノレ含有量は 2.24%であるから， 蒸j留によって新たに生成した量は比較的少量であ

る。

b. 3時間処理

実験 lVの条件と処理時間が 3時間になっているところだけが相違していて， 残誼の

牧量も近似した値であるの''''C， これの分析は行わなかった。抽出液については，蒸溜して

同様にブノレプラ{ノレの製造を試みたが，その結果は第 10表である。 抽出液中のブノレプラ

{ノレの含有量は原試料に対し2.00%であって蒸i留による生成量は比較的少ない。溜出の

J伏態をみると， 実験 lV にくらべて第 3 溜分以下のブノレプラ~)レ含有量は急激に減少して

いる。これに反し酷酸の生成量は多く， 溜出のl¥k態は似ているが全生成量は約1.5倍にな

っている。 これらから生成ブノレプラーノレは 1001b/in2加圧下では3時間処理以前に最高に

達し，その後分解，樹脂化などによってi肢量が減少するものとも考えられるが，この程度

の差から詳細を論ずることはむずかしい。



428 

IUO表 水で100Ib/in2， 3時間抽出した波の蒸溜

Table 10. Distil1ation of the solution obcained by extraction with 
water at 1001b/in2 for 3 hours. (Distilling pressure 801b/in2) 
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Sample 178 g (Moisture 44.75%) 

第11表 0.5%硫酸で1001b/iぜ， 1時間抽出した波の蒸溜

Table 11. Distillation of the solution obtained by extraction with 

0.5% H~04 at 1001b/in2 for 1 hour. (Distilling pressure 801b/in2) 

11回の定量に
l用いた 7ノレプ

第 1溜前ミラーノし2量「一一一一一一丁一一策I福斎王 ー
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E. 0.5%硫酸による虚理

a. 1001b/in2， 1時間処理

0.5% ~S04 を用い 1001bjin2， 1 時間処理した結果である。残誼の1&量は水で 2~3 時

間処理した場合と似ているが， ブノレプラーノレのl股量は多く，残-庄中のセノレローズとペント

ーザンはわずかに少ない。残誼は水てo処理した場合よりもずっと軟かくなャっていて，指間

で容易につぶすことができる。色は前者よりも暗褐色が濃厚である。残、庄中残存するペン

トーザシはわずか1.3%にすぎず， そのほとんどは抽出されている。また抽出液中のブノレ

プラーノレ含有量は原試料に対し 4.21%であって， 水で処理した場合の 2倍に達している。

またリグニンの溶出もかなり目立っており，これによって硫酸の濃度の低いものが抽出量

が多くなっていることがわかる。次に抽出液を蒸溜してブノレアラーノレを製造した結果は第

11表のようである。プノレプラーノレや酷酸の溜出朕態は抽出液の蒸溜の場合の朕態はすべて

一致しており， この実験においても同じである。水による処理の場合よりもフノレプラーノレ

の1&量は多い。

b. 801bjin2， 1時間処理

0.5%民S04を用い 801bjin2，1時間処理した結果である。 残誼の朕態は 1001b/in2加

圧の場-合のものとよく似ているがわずかに固い。しかし指の間で容易につぶすことのでき

る程度である。この程度の処理によるパノレプは，直ちに叩解して繊維板などに使うことも

でき，ぺント{ザンもよく溶出されているから，蒸i留の条件を考えればプノレプラーノレのi投

量も上げられるから，注目すべき結果である。 ιj  
シ//OOcc

残直についてみると，1&量は56.1%であまり高

い値を示していないが，残溢中のセノレローズ含

有量は多く，またペシト{ザシはよく抽出され

ている。 リグニンの残存量は中位である。一方

アノレコーノレ・ベンゼン抽出物の量は， 処理条件

の温和なものほど少ない値を示しているが，こ

の処理によるとペシト{ザンがよく抽出されて

いるにもかかわらず，抽出物の量は割合に低い

値を示している。 次に抽出液は 920cc中から

800ccをとり， これに濃硫酸 4.5ccを加えて

1.5%硫酸溶液としたものを， 801bjiげで3hr.

に800cc溜出の条件下で蒸溜したが，その結果

が第 12表および第1図である。 溜tttの7状態は

¥。
。¥、

f 

竺fx竺!Exー:〉く;/JX
-¥¥。

。。 ー一一ーーーー一一一2
200 400 600 
ρ 

第1圃 7 ノレプラーノレおよび醗般のi留出状況

Fig. 1. Distillation of furfural 
and acetic acid. 

Condition: See Table 12 
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第12表 0.5%硫酸で80lb/in2• 1時間摘出した液の蒸溜

Table 12. Distillation of the solution obtained by extraction with 
0.5% H~O~ at 80 lb/in2 for 1 hour.( Distilling pressure 80 lb/in2) 

アノレアラーーノし

Furfural 

牧量
Yield 

溜分別 | 第1f緊T
Each fraction I D-Fc伽t

g IμI g I % 

n
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時般の牧量
Yield of acetic acid 

η
a
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u
n
o
o
o
n
t
n目

白

4
a
a官
官

o
n
o
n
o
n
o

1岡の定量に
用いた 7 ノレア
ラーノレの量

Weight 
of furfural 
used in one 
titration 

空豆

8.8 

10.7 

9.0 

17.8 

13.0 

11.4 

k
u
z
o
n
o
β
o
 

n机

a
n机
仏

1.2701 

1.7745 

2.3264 

2.9647 

。u
o
o
a
a宮
内

リ

t
A

噌

i
n
4
n
o

g Iμ1 

第1溜分か
らの合計
Total 

g I % 

::2:i :;!::;zl:; 
0.4601 

0.5044 

0.5519 

0.6383 

6.84 2.9647 3.03 2.9647 3.03 

Note: Before distillation 4.5 cc of HzS04 were added 

い。

硫酸を加えない場合と大差はないが，11;¥(量は比較的高く1.5%の硫酸で抽出した場合に近

F. 20%硫酸による鹿理

試料 178g (絶乾にして 98g)に20%Hβ0‘1000gを加え，温浴中で 800Cに保って 2
時間処理した。処理後残誼は数回よく水洗してから乾燥し，粉砕してぺシトーザシの分析

に供した。これによるとペントーザシは試料の 20%， 全ペントーザンの 80%が抽出され

ていることがわかる。残誼の朕態は外見的にはほとんど変化がなかった。一方抽出液中の

ブノレフラ{ノレを定量したところ，試料に対して 0.68%が含有されていた。 これらの結果か

ら ]AYME等の報告問のようにベントーザン含有量が少なく，しかもセノレローズの破損の

少ないパノレプが得られ，抽出液も適当に蒸溜することによって相当量のブノレプラーノレが得

られることがわかる。

以上 iを総合すると残涜のl投量は 20%H2SO，処理をのぞけば大差はない。 1001b/in
2

以下の加圧下ではペントーザンの溶出は 1.5%H2SO，を用いて短時間処理するよりも，

0.5% HzSO，または水によって 1-3時間の処理を行う方が効果は大ぎい。セノレロ{ズの残

存率はほぼ同じであるが， 0.5% HzSO酌 100Ib/in2，1 hr.が少ない。 リグニンは硫酸濃度

の低いものがよく溶出されている。 残査の色は 20%1王宮SO，による処理では鳶色が少ない
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が，その他の処理では大差はない。抽出液はそのまま蒸溜したのでかなりの差が認められ

るが，適当な条件下に蒸溜することによって，抽出ペシトーザンの最良の利用がはかれる

から，ぺシト{ザンの抽出効果の大きな方法によれば，ブノレプラ~}レのi段量は上げること

がでぎる。以上の諸点から， プノレプラーノレのJ&量と残誼のパノレヴ。に利用する場合のl股量と

性質を 0.5%内外の濃度の硫酸を用いて処理する場合についてさらに検討する目的で次の

実験を行った。

ii. 0.5伯硫酸による慮理

A.費験方法

ササを稀硫酸で抽出し残査はパルプに用いる一方，抽出液を蒸溜してブノレプラーノレを

製造する実験のうちの結果から硫酸濃度を 0.5%とすることが一応適当な条件の一つ

であることがわかったから，この濃度の硫酸を用い，二，三のことなった条件の下で行っ

た実験の結果を報告する。

a. 実験の方法

試料は iに用いたものと同じネマガリダケのチップで，腐敗防止のため乾燥したもの

(水分6.2%)を用いた。 iでは乾燥試料 100g相当量に抽出液 H を用いたが， ここでは

200g相当量に 0.5%H2S04 1 eを加えて抽出し，抽出液中のぺントーザンの濃度を高める
ことによって，溜出液中のブノレプラーノレの濃度を高くすることにつとめた。 こうして得た

残誼は数回温水て、洗糠し，よく水をきってから同重量の 2組に分け，一方を乾燥して残、透

の収量を測定すると同時に，他の一方は鉄の乳鉢で粉砕し， 2-3時間ビーターにかけて叩

解してから 80自のふるいを用いて洗務し，微細部分を除いたパルプについてl技量， 化学

的組成などをしらべた。一方抽出液は洗糠液を加えてH とし， これに抽出液が1.5%

H2S04洛液となるように濃硫酸を加えてから，801bJin2加圧下で3時聞に 800cc溜出の条

件で蒸溜した。

B.費験結果

実験の結果を総括して表示すると第 13-16表のようになる。 ただしパルプ組成の原

試料に対する割合は，残、庄のl肱量をもとにして算出した値である。

実験 Xlの残査は， ガラス棒でつぶして繊維来のy状態に分れたものをビーターにかけ，

乾燥後よくほぐれたものをピンセットで選び出して分析に供した，また泥土状の微細部は

漉紙上にとったが，残澄63g中10.3gを占めていた。これに含有されているぺント{ザシ

な 3.33%でパルプ服部の 5.30%よりも少なく，この部分(多く稗内部の白色柔軟部)のペ

シトーザシは抽出され易いことを表わしている。
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第13表 アノレアラーんの牧量と建主主の組成

Table 13. Yield of furfural and composition of residue (60Ib/in2， 2 hr.) 

賞験番号虎
Exp. No. 

XV XVl 
平均
Averag泡

% % % % 

『アノレアラーノレ | 

牧量Jfurfuでal
6.0 

Yield of)酪階 "0
lacetic acid ・口

礎 法 l 
Residue 

ノJ ノレ 70 

Pulp 

救量 l 

Yield 

セルローズ I 

CeUulose 

μ:' / I 9.56 

tぶ 22.11

アルコーノレ・べンゼン

抽出物
Soluble in alcohol-
benzene 

灰
Ash 

F、
ノJ

Note (Table 13-16) 

l6必

65 

35 

5.4 6.1 5.8 

4.1 3.8 3.9 

l35  I 3o I 

165.94 4側 1M必88l6701 41沼
6.221 悶 3引5.92 州 7.12
附長1.50 13利一一 21.68 1 

0.44 0.44 0.27 

Sample 212 g (moisture 6.2%)， 0.5% H2S04 1 l. 
After 12 g of conc. H2S04 were added to 1000 c巴 ofthe liquor (700 cc of liquor 
used for extraction and 300巴巴 ofwater used for washing the reョidue)，80D cc wer白
distilled for 3 hours at a pr白ssureof 80Ib/in2• 
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第14表 アノレアラーノレの4lc量と残法の組成

Table 14. Yield of furfural and composition of residue. (60Ib/in2， 3 hr.) 

% % 

賞験番競
Exp. No. 

XVlJ XVlll 
平均
Average 

% 
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日

牧
町

5.8 5.6 5.7 

4.1 3.5 3.8 

殊法 59 60 Residue 

f ノレフ

Pulp 

牧量 35 34 35 
Yield 

可Eτasisd 1 
|μorig.mat.!μodg.mat-|%orig.mat. 

セルロース 64.20 38.52 64.20 38.52 
Cell山 e

ベントーザン 2.77 1.63 3.96 2.37 3.37 2.00 
Pentosan 

リグニン 22.14 13.07 21.59 12.96 21.86 13.01 
Lignin 

アルコーノレ・ペンゼン

抽出物
Soluble in alcohol・
b巴nzene

60 

7.82 4.61 7.85 4.71 7.84 4.66 

灰分
Ash 

0.32 0.19 0.32 0.19 
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Table 15. 

第15表 アルアラーんのJI主量と残法の組成

Yield of fu1:Iural and composition of residu崎 (80lb/in~， 1 hr.) 

Xl Xll 質験番競
Exp. No. 
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Average 
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2.9快 3.5 

らlγI. 
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f由Hiヰ初

残洗
Residue 63 

4.16 2.62 4.04 2.55 4.10 2.59 

灰
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y、
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後洗f悠波を加えないで蒸溜したため牧量は低ν、。
Water ~sed washing residue was not added. 



第 16表 7ノレアラーノレの牧量と残主主の組成

Table 16. Yield of furfural and composition of residue (801b/iが， 2hr.)

賞験番競
Exp. No. 

牧量 furfural

Yield of輸政

手蔓 i査
Residue 

ノ〈ノレア.

Pulp 

acetic a巴id

J¥lc 量
Yield 

セノLローズ

Cellulose 

べントーヂン

Pentosan 

リグニン

Lignin 

アルコーノし・ペンセン

抽出物
Soluble in al巴ohoト
benzene 

灰
Ash 
分

Xlll XIV 

% % 

6.7 6.7 

3.6 3.6 

58 58 

I 27 I 27 I 

1--72.35  41.96 

I 4臼 2ωI 2.34 1.36 

lmωI 19 11.18 

5.86 3.40 5.95 3.45 

千 均
Average 

ラ4

6.7 

3.6 

58 

27 

72.35 41.96 

3.49 2.02 

18.59 10.78 

5.91 3.43 

0.51 0.30 

必5
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以上Bを総合して考察すると， プノレプラーノレのi枚量は 5.2-6.7%であって，溜出液中

のブノレプラーノレは実験 iおよび実験XXXIVの結果から考えて，少なくとも第3溜分まで

は，かなりの高濃度で得られることがわかる。すなわち実験 iの第3溜分までに溜出した

プノレプラーノレの量は，全ブノレプラ{ノレの 85%を占めており， i留出液中に 2.3%の濃度で含

有されている。このように抽出液を蒸溜するときは，溜出プノレプラールは始めほど多いか

ら燃料，中平日剤など，精製に必要な諸条件を考慮しながら溜出液を採取することは，試料

を入れたままで分解蒸溜を行うときよりも好条件である。すなわち溜出液中のブノレプラー

ノレ濃度を考慮、しても，かなりの収量をあげることができる。

残直は全部を平均すると1&量61%， パルプ 32~色であって叩鮮によって残澄の約 1ρ

が消失している。これはササの繊維の大きさなども考慮してふるいの日を小さくするとか，

その他の方法によってパルプ収量を上げることができる。残i庄の分析は前にも述べたよう

に，微細部のペントーザン含有量が低いなどのことも明らかであって，パルプが残濯を代

表しうる試料とすることに多少の問題はあるが，パルプを残、直を代表する試料として採用

し，従って原試料に対する割合は残誼の収量から換算したものである。残}庄の1古賀はその

利用目的によって考慮されるべきものであるが，ぺント{ザンを溶出して他の成分をでき

るだけ有効に使うのには比較的よい処理方法である。すなわちペントーザシはその約90%

が溶出されてブノレプラ{ノレの製造に利用されており， リクeニンは 50%，J天分は 90%が溶

出されているが，セノレローズは全く溶出されていないとみるのが適当である。個々につい

てみるとペントーヂシは 601b/in2加庄では 2時間処理のものが 7.12%(原試料に対し

4.53%)， 3時間が3.37%(2.00%)となっており， 801b/in"加圧では 1時間が 7.23%(4.56%) 

で2時間が 3.49%(2.02%)となっていて，いずれも処理時間の短かいものが多く残存して

いる。またリグ、ニン，セノレロ{ズについてもほぼ同様な結果がみられる。主要成分の和と

してセノレロ{ズ， リグニシ，ペシト{ザンおよび灰分を合計すると，原試料では 106であ

るが，処理残溢は 90-101となっており， これはぺントーザンの溶出により， CROSS-

BEVANセノレロ{ズ中のペシトーザンが少ないためである。 また同一加圧下では，処理時

間の短いものが合計が多くなっている。竹からぺシトーザンの少ないパルプを作ることは

すでに試みられているが1べこの筆者等の処理を前処理と考えるならば，ぺントーザンお
よびj天分の少ないパルプを製造することは決して困難ではないと思われる。

結言

ペントーザシ含有率の高い繊維植物の利用は，ぺシトーザシとセノレローズを同時に利

用することがつねに考えられている。 ササのペシト{ザンは 0.5%硫酸によって加圧下に

短時間処理し，その大部分を抽出することができるし，セルロ{ズの分解も起らないから，
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抽出ペシト{ザンからフノレプラー Jレを製造し，残誼をパノレプに利用することは，ササの利

用上有望なものの一つである。 抽出液から蒸溜し得られるブノレプラーノレの l攻量は 5.4~

6.7%であり，その溜出のj状態は初溜に近いほど多トから， 高濃度の溜出液を得るには好

条件である。残誼は叩解洗糠すると微細部が流出してその1&量は低いが，製紙パノレプとし

て約30%，これを繊維板用に用いるときはさらに高い値が期待できる。このようにササか

らブノレプラーノレとパルプを製造することは，ササの性質を充分活かした方法であって，注

目すべきササ利用方法の一つである。

摘要

1. サナを原料としてブノレプラーノレを製造する一万，照査をパルプとして用いる処理

条件について，水， 0.5~ 1.5% 硫酸などにより加圧処理した結果について報告した。

2. 主な処理方法はサナのチップ200gに 0.5%H2S041 eを加え加)王ドに一定時間抽
出し，抽出液は残澄の洗液と合してオートクレ{グに返し， これに1.5刊硫酸溶液となる

ように濃硫酸を加え， 801b/in2で3時間蒸溜してブノレプラーノレを製造した。 その結果， ブ

ノレプラーノレの収量は 5.4~6.7% であった。 一方残置の1&量は 58~65'?色であって， パノレプ

として利用するに適当な性質であった。

3. 抽出液は蒸溜すると，はじめほど高濃度のブノレプラーノレ蒸溜液が得られるから，

プノレプラ{ノレの製造には適当な条件ーである。
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。 Summary

The production of furfural and pulp from “Sasa" is reported. 
1. Two hundred grams of“Sasa" chip were extracted with 1 liter of 0.5% 

sulphuric acid under several various conditions in an autoc1ave and the residue was 
analysed by the method of wood analysis. 

2. The residues， of which the yields vary 58 to 65%， after extraction are found 
to be suitable for pulp. 

3. The solution used for extraction was adjusted to 1.5% sulphuric acid by 

addition of concentrated sulphuric acid. The solution was distilled under the pres-

sure of 801b/in2 for 3 hours and furfural was obtained on the yield of 5.4 to 6.7% 

on basis of original oven-dry “Sasa" chip. 


